
近 代 詩 文 書 最 優 秀 作 品 （１１月１５日締切分）

武良霜伯先生選評

坂
　
本
　
千
　
陽
　
　
　
推
選

繊
細
で
コ
ク
の
あ
る
線
、
紙
面

を
切
る
よ
う
に
息
を
吐
き
な
が

ら
の
リ
ズ
ム
で
溢
れ
出
す
程
の

書
き
振
り
が
印
象
的
。
文
字
の

大
小
の
変
化
、
軽
妙
洒
脱
な
運

筆
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
快
作

で
す
。

大
　
竹
　
百
　
香
　
　　

推
選

要
所
要
所
に
配
さ
れ
る
強
い
線

に
、
古
隷
の
趣
が
感
じ
ら
れ
、

書
き
手
の
強
靭
な
意
志
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
長
鋒
濃
墨
を
駆

使
し
な
が
ら
大
胆
で
迫
力
満
点
。

普
段
の
修
錬
の
程
が
窺
え
ま
す
。

藤
　
井
　
碧
　
峰
　
　　

推
選

明
る
い
リ
ズ
ム
で
通
貫
性
が
あ

っ
て
、
筆
脈
が
通
っ
て
お
り
、

爽
快
で
味
わ
い
深
い
。
力
強
い

筆
致
で
躊
躇
な
く
紙
全
体
に
躍

動
し
て
い
ま
す
。
小
書
き
や
落

款
も
流
麗
で
す
。

宮
　
田
　
節
　
子
　
　
　
推
選

懐
の
広
い
隷
書
体
を
ベ
ー
ス
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム
等
、

見
事
で
す
。
落
ち
着
い
て
書
き

急
ぐ
こ
と
な
く
、
線
の
強
弱
、

太
細
も
明
確
で
、
平
素
の
研
鑽

の
高
さ
が
窺
え
る
作
品
で
す
。
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関根鳴城先生選評

作
　
田
　
李
　
光
　
　　

推
選

参
考
作
品
を
良
く
確
認
し
、
落

ち
着
い
た
ゆ
っ
た
り
と
し
た
線

質
で
書
き
上
げ
て
い
ま
す
。
二

行
目
の
書
き
出
し
を
渇
筆
に
し
、

中
間
で
潤
筆
に
し
て
、
章
法
が

見
事
で
落
款
も
軽
妙
で
す
。

宮
　
下
　
文
　
恵
　
　
　
推
選

万
葉
仮
名
と
い
う
よ
り
も
、
漢

字
作
品
の
よ
う
な
書
風
を
使
い
、

千
金
帖
的
な
草
書
の
作
品
構
成

で
ま
と
め
、
柔
毛
筆
を
巧
み
に

用
筆
し
ま
し
た
。
線
の
温
か
さ
、

運
筆
の
大
き
さ
が
魅
力
的
で
す
。

荒
　
川
　
貴
　
泉
　
　　

推
選

原
帖
を
意
識
し
て
、
や
や
控
え

目
に
抑
え
、
一
行
目
の
線
の
流

れ
を
そ
の
ま
ま
二
行
目
に
繋
げ

て
、
渇
筆
を
無
理
な
く
用
筆
し

て
成
功
し
ま
し
た
。
余
裕
を
見

せ
た
作
と
な
り
ま
し
た
。

川
　
畑
　
彩
　
春
　
　　

推
選

比
較
的
硬
く
長
鋒
的
な
筆
致
で

潤
渇
を
つ
け
て
い
く
中
で
、
太

い
線
と
細
い
線
を
巧
み
に
組
み

合
わ
せ
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

渇
筆
で
柔
ら
か
な
線
を
出
し
、

手
首
を
上
手
に
使
っ
て
い
ま
す
。

漢 字 条 幅 最 優 秀 作 品 （１１月１５日締切分）
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か な 条 幅 ・ か な 半 紙 最 優 秀 作 品 （１１月１５日締切分）

佐賀道子先生選評 白幡陽子先生選評

椚
　
原
　
ひ
ろ
み
　
　
　
推
選

引
き
締
ま
っ
た
線
質
冴
え
て
潔

く
、
や
わ
ら
か
い
墨
色
と
相
俟

っ
て
清
澄
な
佇
ま
い
を
呈
す
。

句
を
自
分
の
感
性
で
表
現
し
た

構
成
、
潤
渇
、
墨
彩
の
移
ろ
い

も
自
然
で
、
静
寂
な
世
界
が
広

が
る
。

森
　
　
　
　
　
瞳
　
　
　
推
選

大
胆
に
繰
り
出
し
た
濃
墨
の
迫

力
あ
る
作
。
紙
面
を
捉
え
た
迷

い
の
な
い
筆
運
び
が
堂
々
と
ゆ

る
ぎ
な
く
、
一
気
呵
成
に
書
き

き
り
ま
し
た
。
更
に
破
筆
の
筆

遣
い
表
現
、
お
見
事
流
石
で
す
。

北
島
三
枝
子
　
師
範

文
字
造
形
の
捉
え
方

も
正
確
で
、
筆
線
の

多
彩
な
表
情
、
自
由

闊
達
な
リ
ズ
ム
も
心

地
よ
く
、
師
範
の
実

力
を
見
せ
て
い
ま
す
。

余
白
の
美
し
い
作
が

出
来
ま
し
た
。

小
林
な
み
子
　
準
師

潤
渇
の
メ
リ
ハ
リ
よ

く
筆
管
を
し
っ
か
り

立
て
た
筆
線
は
、
生

き
生
き
と
躍
動
し
魅

力
的
で
す
。
最
後
の

七
文
字
の
連
綿
に
と

ま
ど
い
が
見
え
て
残

念
…
。

徳
田
輝
子
　　

七
段

長
い
穂
先
を
効
か
せ

た
転
折
、
抑
揚
の
運

筆
見
事
で
す
。
繊
細

で
凛
と
し
た
筆
線
が

美
し
い
。
小
島
切
の

情
趣
を
醸
し
て
い
ま

す
。

魚
地
桂
鶴
　
　
準
七

前
半
は
や
や
線
に
硬

さ
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

後
半
暢
び
や
か
な
リ

ズ
ム
に
乗
り
、
直
筆

の
線
の
勁
さ
が
効
い

て
、
響
き
の
あ
る
作

に
な
り
ま
し
た
。

小
澤
ふ
さ
子
　
準
六

呼
吸
が
深
く
抑
揚
の

効
い
た
運
筆
は
、
瀟

洒
な
が
ら
も
太
細
の

変
化
も
あ
り
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
流
れ
の

美
し
い
作
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

坂
田
泰
文
　　

五
段

直
筆
で
ピ
リ
ッ
と
引

き
締
ま
っ
た
線
は
、

清
涼
感
あ
り
爽
や
か

な
リ
ズ
ム
を
奏
で
て

い
ま
す
。
浮
沈
、
緩

急
が
加
わ
る
と
更
に

作
品
効
果
が
出
ま
す
。

雅
印
大
き
過
ぎ
残
念
。
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漢 字 半 紙 最 優 秀 作 品 （１１月１５日締切分）

江幡太瓏先生選評

宮
内
悦
子
　
　
師
範

大
小
、
強
弱
、
太
細

あ
り
見
事
な
祭
姪
だ

と
思
い
ま
す
。
手
本

に
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
三
四
字
目
に

少
し
渇
筆
が
欲
し
か

っ
た
で
す
ね
。
力
強

さ
充
分
で
す
。

中
嶋
恵
華
　　

師
範

｢

君｣

の
上
部
白
が
少

な
い
が
、
起
筆
、
収

筆
し
っ
か
り
書
け
て

い
ま
す
。
特
に
爨
寶

子
特
有
の
三
角
形
の

点
良
く
捉
え
て
お
り

大
き
さ
も
丁
度
い
い

で
し
ょ
う
。

内
堀
理
美
子
　
師
範

書
き
出
し
墨
量
少
な

い
の
と
二
字
目
の
旁

の
一
画
目
し
っ
か
り

ね
。
三
字
目
以
降
気

持
ち
が
乗
っ
て
来
て

抑
揚
あ
り
、
と
て
も

い
い
リ
ズ
ム
で
書
け

て
い
ま
す
。

岡
　
幸
子
　
　
準
師

貴
方
も｢

君｣

上
部
白

が
少
な
い
の
と
二
字

目
字
形
少
し
違
う
様

に
見
え
ま
す
が
横
画

の
収
筆
や
払
い
、
は

ね
気
合
い
充
分
で
気

持
ち
い
い
。
点
も
い

い
で
す
ね
。

門
田
玉
美
　
　
八
段

動
き
大
き
く
や
は
り

リ
ズ
ム
が
い
い
で
す

ね
。
決
し
て
速
筆
で

は
な
く
次
の
線
へ
の

筆
意
こ
そ
が
リ
ズ
ム

と
な
り
抑
揚
の
あ
る

い
い
（
心
を
引
き
つ

け
る
）
線
を
生
み
ま

す
。

千
葉
照
子
　
　
準
六

上
二
字
や
や
大
き
い

が
窮
屈
に
な
ら
ず
上

手
に
収
め
ま
し
た
。

点
の
起
筆
は
力
強
く

い
い
と
思
う
が
、
も

う
少
し
早
く
持
ち
上

げ
る
か
一
二
三
と
三

画
で
書
く
方
法
も
あ

る
。
二
字
目
怪
し
い
。

鈴
木
浩
子
　
　
七
段

前
者
と
比
べ
る
と
少

し
お
と
な
し
い
が
二

字
目
の
偏
旁
の
離
し

具
合
な
ど
観
察
力
が

窺
え
ま
す
。
も
っ
と

浮
沈
、
上
下
運
動
が

欲
し
い
で
す
。
祭
姪

だ
か
ら
で
す
よ
。

石
川
亮
子
　
　
準
五

起
筆
は
い
い
の
で
す

が
収
筆
、
払
い
、
は

ね
部
に
筆
圧
か
け
て

も
う
少
し
力
強
さ
が

欲
し
か
っ
た
で
す
ね
。

字
の
中
に
白
を
多
く

取
り
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。
点
も
っ

と
三
角
形
に
。

垂
髪
浩
美
　
　
準
五

一
字
目
画
数
少
な
い

の
に
大
き
す
ぎ
た
か
。

二
字
目
、
六
字
目
浮

沈
あ
り
筆
の
開
閉
が

上
手
く
い
っ
て
い
ま

す
。｢

止｣

で
太
く
多

墨
な
ら
ど
こ
で
渇
筆

入
れ
ま
す
か
？

小
山
青
霞
　
　
準
三

下
二
字
少
し
窮
屈
に

見
え
ま
す
が
、
筆
圧

充
分
で
爨
寶
子
の
こ

の
何
と
も
言
え
な
い

表
情
を
見
事
に
表
現

し
て
お
り
確
か
な
腕

前
の
持
ち
主
で
す
。

点
い
い
で
す
ね
。

岸
本
寿
萌
　
　
四
段

力
強
さ
、
伸
び
や
か

さ
い
い
で
す
ね
。
作

品
が
大
き
く
見
え
ま

す
。
生
き
生
き
と
気

持
ち
良
く
書
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
一
番

大
切
で
す
。
細
か
い

こ
と
は
い
い
の
。
気

持
ち
！

山
口
美
洲
　
　
二
級

今
回
か
ら
六
字
に
な

り
ま
し
た
が
ち
ゃ
ん

と
入
っ
て
ま
す
ね
。

墨
量
、
筆
圧
充
分
で

い
い
線
で
す
よ
。

「
寳
」二
つ
の
点
、
筆

を
立
て
て
も
っ
と
鋭

く
三
角
形
に
。
墨
量

も
考
え
て
。

35


